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ソ

フ

ィ

の

選

択

副
会
長
　
東
郷
秀
光

日
吉
の
地
下
号
を
私
は
ま
だ
見
て
い
な
い
。

一
枚
の
版
画
が
い
ま
私
の
手
元
に
あ
る
。
桑
の

切
株
と
の
原
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
全
体
の

色
調
は
黄
で
、
わ
ず
か
に
空
が
見
え
る
も
の
だ
。

こ
の
風
景
に
は
何
の
変
哲
も
な
さ
そ
う
だ
が
、

や
は
り
何
か
が
潜
ん
で
い
る
。
足
尾
鑛
毒
事
件

と
そ
の
反
対
の
闘
い
を
知
る
と
き
、
全
く
別
物

に
見
え
て
く
る
か
ら
だ
。

そ
う
い
え
ば
『
ソ
フ
ィ
の
選
択
』
で
も
、
青

年
ス
テ
ン
ゴ
が
過
去
を
持
つ
ソ
フ
ィ
に
心
を
寄

せ
る
こ
と
か
ら
、
彼
女
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
体

験
を
知
り
、
や
が
て
ナ
チ
ス
の
暴
虐
を
知
る
に

い
た
る
の
だ
っ
た
。

一
般
諭
と
し
て
は
戦
争
に
賛
成
す
る
人
は
だ

れ
も
い
な
い
。
状
況
が
一
見
複
雑
な
た
め
、

「
現
実
論
」
が
優
位
を
占
め
る
の
だ
。
事
柄
に

関
心
を
探
め
、
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
す
べ

て
の
出
発
点
だ
。

や
は
り
日
吉
の
地
下
壕
に
は
入
っ
て
み
よ
う
。
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第

三

回

幹

事

会

報

告

日
時
　
七
月
一
六
日
午
後
五
時
半

場
所
　
藤
山
記
念
館
大
会
議
室

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

一
、
会
員
数
＝
四
九
八
名

（
六
月
一
六
日
現
在
）

二
、
六
月
五
日
‥
県
委
託
「
神
奈

川
と
朝
鮮
と
の
関
係
史
委
員
会
」

三
、
六
月
二
八
日
‥
大
学
生
協
東

京
地
連
主
催
「
八
王
子
浅
川
の

地
下
壕
」
見
学
会
。
二
一
名
参

加
し
た
。

四
、
七
月
一
二
日
‥
日
吉
に
ん
げ

ん
セ
ミ
ナ
ー
「
日
吉
台
地
下
壕

＝
足
元
に
眠
る
戦
争
の
証
人
」

で
、
地
下
壕
見
学
会
を
急
き
ょ

変
更
し
、
日
吉
台
地
下
壕
に
つ

い
て
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
講
演
を

開
催
し
た
。
五
五
名
参
加
。

五
、
七
月
二
一
日
‥
聞
き
取
り
調

査
予
定
。

六
、
七
月
二
六
～
二
七
日
‥
地
下

壕
関
係
団
体
全
国
集
会
。

議
事
一
、
今
後
の
具
体
的
な
活
動
計
画

1
　
七
月
二
一
日
（
火
）
日
吉
駅

改
札
口
前
に
一
〇
時
に
集
合
。

2
　
一
二
月
八
日
前
後
に
ど
こ
か

（
川
崎
市
平
和
館
）
で
、
他
の

団
体
（
登
戸
研
究
所
を
調
査
し

て
い
る
団
体
な
ど
）
と
の
共
催

で
「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」

を
開
催
す
る
。

二
、
地
下
壕
関
連
の
第
三
回
全
国

交
流
集
会
に
つ
い
て

三
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行

資
料
集
を
も
と
に
、
み
ん
な
で

夏
休
み
中
に
分
担
し
て
や
る
。

大
き
さ
‥
A
五

頁
数
‥
二
四
頁

部
数
‥
二
〇
〇
〇

定
価
・
・
四
〇
〇
円

発
行
日
‥
一
二
月
八
日

入
稿
‥
一
一
月
末

原
稿
〆
切
‥
九
月
三
〇
日

内
容
‥

1
地
下
壕
が
掘
ら
れ
た
時
代
背

景
（
年
表
を
入
れ
る
）

2
地
下
壕
の
分
布
と
概
要

（
航
空
写
真
を
入
れ
る
）

3
な
ぜ
海
軍
が
日
吉
に
き
た
か
。

4
地
下
壕
を
ど
の
様
に
掘
っ
た

か
。

5
海
軍
は
こ
こ
で
何
を
し
て
い

た
か
。

6
日
吉
台
地
下
壕
と
空
襲

7
米
軍
進
駐
と
戦
後
の
日
吉

8
地
下
壕
保
存
の
意
義
と
方
法

（
市
長
と
県
知
事
へ
の
要
請
文

を
載
せ
る
）

第
四
回
幹
事
会
報
告

日
時
　
八
月
一
四
日
一
〇
時

場
所
　
日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

一
、
　
会
員
数
＝
四
九
九
名

（
八
月
一
三
日
現
在
）

二
、
七
月
二
一
日
‥
も
と
鶴
見
の

さ
か
え
地
区
の
河
川
敷
に
い
て
、

さ
か
え
団
地
に
移
っ
て
こ
ら
れ

た
人
々
に
聞
き
取
り
調
査
を
し

た
。

三
、
七
月
二
七
日
‥
区
政
推
進
課

に
行
き
、
課
員
に
会
報
と
生
協

ニ
ュ
ー
ス
を
渡
し
、
地
下
壕
の

保
存
に
つ
い
て
話
合
っ
た
。

つ
い
で
市
役
所
の
市
民
局
広
報

課
長
に
会
っ
て
、
地
下
壕
の
保

存
に
つ
い
て
話
合
い
、
保
存
の

要
望
を
し
て
き
た
。

四
、
八
月
二
日
‥
村
田
容
疑
者
の

検
索
に
協
力
し
て
、
県
警
の
機

働
隊
を
地
下
壕
に
案
内
し
た
。

五
、
八
月
四
日
‥
寺
田
、
茂
呂
、

田
中
（
県
高
校
社
会
科
教
科
研
）

の
三
人
で
、
地
下
壕
出
入
口
の

地
主
の
方
に
地
下
壕
見
学
会
の

再
開
の
お
願
い
に
行
っ
た
。
快

く
承
知
し
て
下
さ
っ
た
。

六
、
八
月
七
～
八
日
‥
松
代
の
地

下
壕
の
見
学
会
に
一
五
名
参
加
。

七
、
八
月
一
一
日
‥
日
吉
本
町
の

小
野
宅
、
加
藤
宅
、
高
田
の
宮
‥

田
宅
（
元
連
合
艦
隊
司
令
部
付
‥

暗
号
隊
員
）
に
聞
き
取
り
調
査

を
し
た
。

八
、
八
月
一
二
日
‥
区
政
推
進
課

長
に
会
い
、
地
下
壕
保
存
に
つ

い
て
話
合
い
、
保
存
の
要
請
を

す
る
と
共
に
、
市
の
方
に
働
き

か
け
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
を

し
て
き
た
。
ま
た
、
一
度
区
長

や
区
や
市
役
所
の
関
係
部
署
の

方
に
、
地
下
壕
の
見
学
に
来
て

頂
く
よ
う
に
要
望
し
た
。
こ
れ

に
対
し
横
浜
市
で
は
二
〇
一
〇

年
を
目
標
年
次
と
し
た
新
総
合

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
様
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
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は
な
い
か
。
ま
た
、
機
会
を
見

て
見
学
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

九
、
八
月
一
三
日
‥
日
吉
本
町
の

川
田
宅
に
聞
き
取
り
調
査
を
し

た
。

議
事
一
、
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行

［
内
容
と
分
担
］

○
目
次
（
1
P
）

1
地
下
壕
が
掘
ら
れ
た
時
代
背
景

（
2
P
）
加
賀
谷

2
地
下
壕
の
分
布
と
概
要

（
6
P
）
寺
田

3
な
ぜ
海
軍
が
日
吉
に
き
た
か

（
2
P
）
林

4
地
下
壕
を
ど
の
様
に
掘
っ
た
か
。

（
3
P
）
小
園

5
海
軍
は
こ
こ
で
何
を
し
て
い
た

か
。
（
3
P
）
中
沢

6
日
吉
台
地
下
壕
と
空
襲

（
3
P
）
亀
岡

7
米
軍
進
駐
と
戦
後
の
日
吉

（
2
P
）
谷
藤

8
地
下
壕
保
存
の
意
義
と
方
法

（
2
P
）
白
鶴

○
レ
イ
ア
ウ
ト
・
字
数

加
賀
谷
と
寺
田
で
考
え
る
。

二
、
イ
ベ
ン
ト
計
画
に
つ
い
て

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
（
仮
称
）

を
保
存
の
会
と
登
戸
研
究
所
の

調
査
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な

ど
と
の
共
催
で
、
川
崎
市
平
和

館
で
行
う
。

日
時
‥
一
二
月
八
日
前
後

実
行
委
員
長
‥
亀
岡

第

五

回

幹

事

会

報

告

日
時
　
九
月
九
日
午
後
五
時
半

場
所
　
日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

一
、
会
員
数
＝
五
〇
二
名

（
九
月
八
日
現
在
）

二
、
八
月
一
八
日
‥
盲
学
校
の
先

生
の
研
修
会
で
、
地
下
壕
を
見

学
。
約
一
九
名
参
加
。

三
、
八
月
二
〇
～
二
六
日
‥
県
の

「
神
奈
川
と
朝
鮮
と
の
関
係
史
」

調
査
委
員
会
に
よ
る
韓
国
調
査
。

道
庁
・
市
庁
・
役
場
・
図
書
館

の
資
料
調
べ
、
強
制
連
行
者
家

族
の
聞
き
取
り
な
ど
を
行
う
。

韓
国
の
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
の
ニ

ュ
ー
ス
で
放
映
・
掲
載
さ
れ
た
。

四
、
八
月
三
〇
日
‥
日
吉
に
住
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
鄭
さ
ん
に
聞

き
取
り
を
し
た
。

五
、
九
月
四
日
‥
元
連
合
艦
隊
司

令
部
通
信
隊
の
布
川
氏
と
合
い
、

元
通
信
隊
員
の
会
の
地
下
壕
見

学
会
の
打
ち
合
せ
を
し
た
。

一
〇
月
三
日
に
見
学
予
定
。

六
、
九
月
五
日
‥
神
奈
川
県
高
等

学
校
教
科
研
究
会
社
会
科
部
会

の
見
学
会
を
、
部
会
の
係
り
の

先
生
方
と
打
ち
合
せ
を
し
た
。

一
一
月
三
日
に
見
学
予
定
。

議
事
一
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行

（
内
容
）
中
学
生
以
上
を
対
象
と

し
て
、
で
す
・
ま
す
調
で
書
く
。

カ
ッ
ト
・
イ
ラ
ス
ト
‥
岡
上

（
字
数
）
一
頁
二
段
、
一
段
は

二
三
字
×
一
八
行
＝
四
一
四
字

二
、
イ
ベ
ン
ト
計
画
に
つ
い
て

○
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
（
仮
称
）

＊
日
時
‥
一
二
月
一
二
日
（
土
）

～
一
三
日
（
日
）
、

九
時
～
一
七
時

＊
法
政
二
高
の
渡
辺
先
生
と
の

打
ち
合
せ
‥
九
月
一
〇
日

（
木
）
午
後
五
時
半
、

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

三
、
見
学
会

日
吉
台
地
下
壕
の
見
学
会
を
近

い
う
ち
に
行
う
。

第

一

回

イ

ベ

ン

ト

打

台

せ

会

日
時
‥
九
月
一
〇
日
（
木
）

午
後
五
時
半
～
八
時

場
所
‥
日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

参
加
者
‥
日
吉
台
地
下
壕
関
係
者

登
戸
研
究
所
関
係
者

内
容
‥
　
司
会
‥
寺
田

一
、
自
己
紹
介

二
、
登
戸
研
究
所
の
紹
介
＝
渡
辺

日
吉
台
地
下
壕
の
紹
介
＝
寺
田

三
、
イ
ベ
ン
ト
の
打
合
せ

＊
日
時
‥
一
二
月
一
二
日
（
土
）

～
一
三
日
（
日
）
九
時
～
一
七
時

＊
場
所
‥
川
崎
市
平
和
館

＊
主
催
‥
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

実
行
委
員
会

＊
委
員
会
代
表
‥
渡
辺
、
寺
田

＊
イ
ベ
ン
ト
の
タ
イ
ト
ル
‥

「
私
の
町
か
ら
戦
争
が
見
え
る
」

‥
‥
登
戸
研
究
所
・
日
吉
台

地
下
壕
の
謎
を
追
う
‥
‥

＊
実
行
委
員
長
‥
亀
岡
（
日
吉
台
）
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＊
会
計
‥
白
鶴
（
日
吉
台
）

＊
呼
び
か
け
団
体
・
呼
び
か
け
人

の
募
集
次
回
の
会
合
ま
で
に
、
呼
び

か
け
団
体
ま
た
は
呼
び
か
け
人

に
な
っ
て
頂
く
団
体
ま
た
は
人

を
集
め
る
。

＊
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

1
ビ
デ
オ
の
上
映

2
映
画
の
上
映

3
講
演

4
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

5
展
示

6
出
店

＊
イ
ベ
ン
ト
の
宣
伝
を
兼
ね
て

一
一
月
頃
、
登
戸
研
究
所
と
日

吉
台
地
下
壕
の
見
学
会
を
行
う
。

松

代

大

本

営

総

下

壕

見

学

会

感

想

文

壱
岐
尚
子

ま
ぼ
ろ
し
の
大
本
営
松
代
の
見

学
を
お
え
、
色
々
な
思
い
を
か
か

え
な
が
ら
無
事
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
観
光
気
分
で
行
っ
た
自
分
を

恥
な
が
ら
‥
‥

思
え
ば
ふ
と
こ
ん
な
会
話
が
突

然
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
、

一
〇
年
前
の
あ
る
ス
ナ
ッ
ク
内
で

の
こ
と
で
し
た
。
と
な
り
の
学
生

た
ち
数
人
の
グ
ル
ー
プ
が
楽
し
げ

に
や
っ
て
お
り
、
そ
の
な
に
げ
な

い
会
話
の
や
り
と
り
に
、
私
の
耳

は
く
ぎ
づ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。「
お
い
！
日
吉
の
町
は
地
下
壕

の
上
に
あ
る
ん
だ
っ
て
さ
！
中
は

迷
路
に
な
っ
て
い
て
入
っ
て
い
っ

た
人
が
出
れ
な
く
な
っ
て
白
骨
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
、
お
ま
え

こ
の
話
知
っ
て
っ
か
よ
！
」

学
生
た
ち
は
お
も
し
ろ
が
っ
て

み
ん
な
口
々
に
「
そ
の
話
は
聞
い

た
こ
と
あ
る
け
ど
大
学
の
ど
こ
に

出
入
口
が
あ
る
か
見
た
こ
と
な
い

な
ァ
ー
！
」
「
オ
レ
も
話
だ
け
は

聞
い
た
こ
と
あ
る
‥
‥
」
う
わ
さ

の
段
階
で
こ
の
話
は
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

日
吉
へ
越
し
て
き
て
間
も
な
い

私
の
関
心
は
こ
の
話
に
引
き
よ
せ

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
何
の
た
め
の
地
下
壕
な
ん
だ
ろ

う
？
！
　
な
ぜ
う
わ
さ
だ
け
で
本

当
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
だ
ろ

う
か
‥
‥
」
と
数
日
間
は
そ
の
こ

と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
一
年
前
の
新

聞
で
思
わ
ず
「
あ
ッ
！
こ
の
こ
と

だ
っ
た
ん
だ
」
と
日
吉
台
地
下
壕

記
事
を
む
さ
ぼ
り
読
み
、
指
定
さ

れ
た
日
に
会
社
を
早
退
し
て
出
席
、

と
思
っ
た
の
が
手
違
い
記
事
で
集

ま
っ
た
人
は
帰
り
か
け
て
い
ま
し

た
。
私
は
残
っ
て
い
る
数
人
の
人

た
ち
に
近
づ
き
「
保
存
の
会
」
に

入
会
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
松
代
の
地
へ
と
、

学
生
た
ち
の
な
に
げ
な
い
会
話
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
見
学
会
に
参
加

で
き
る
と
は
、
戦
後
生
ま
れ
の
私

に
と
っ
て
松
代
は
厳
粛
な
気
持
ち

に
さ
せ
ら
れ
た
貴
重
な
大
遺
跡
で
l

し
た
。大
き
な
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ

た
今
の
平
和
が
い
つ
ま
で
も
続
き

ま
す
よ
う
に
、
今
回
の
こ
の
参
加

に
よ
っ
て
、
私
の
中
で
形
と
な
っ

て
見
え
て
き
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
事
務
局
長
の
ひ

た
い
の
汗
は
ス
ッ
カ
リ
ひ
い
た
で

し
ょ
う
か
！
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。編

集

後

記

◆
会
報
を
出
す
の
が
遅
く
な

り
ま
し
た
。
夏
休
み
は
調
査

活
動
そ
の
他
で
、
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

◆
こ
の
秋
も
行
事
が
一
杯
で

忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。
地

下
壕
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発

行
も
軌
道
に
乗
り
、
一
二
月

に
は
出
版
で
き
る
か
と
思
い

ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
計
画
は
共
催
の

登
戸
研
究
所
関
係
の
方
も
我

々
幹
事
も
や
る
気
十
分
で
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
御

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。


